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校友会 総会・懇親会 ご案内 
 

令和 4 年 5 月 28 日(土) 
 

会 場 
総 会 大阪商業大学ユニバーシティホール「 蒼 天 」 

 懇親会 Ｕ･コミュニティホール L （ＴＴＳセンター ６階） 
 

 第１部 総 会 開 会 午後２時００分（受付 午後１時３０分） 

 第２部 懇親会 開 会 午後３時３０分（受付 午後３時１５分） 

   会 費 特別会員 

長寿会員 

正 会 員 

若年会員 

新卒会員 

（ 現 ･旧 教 職 員 ） 

（第 1 期～第 35期） 

（第 36期～第 80期） 

（第 81期～第 88期） 

（第 89期～第 92期） 

招 待 

￥２,０００ 

￥５,０００ 

￥３,０００ 

無 料 

 

※ 懇親会会費は、懇親会の当日、会場でお支払いください。 

参加希望者は，５月 14 日(土)までに「返信用はがき」で，お申し込みください。 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、定期総会開催の延期または中止も検討しております。 

日程等の変更がある場合は、参加の申し込みをいただいた方のみに連絡させていただきます。 
 



(2) 〔第 21号〕 校友会だより「校友会誌」 令和 4年 4月 18日発行 

 

ごあいさつ  

         校友会会長 宮 原  健 

校友会会員の皆様には、ますま

すご健勝にてご活躍のことと存じ

ます。平素は、校友会活動にご理

解とご協力を賜り厚く御礼申し上

げます。 

母校は、昭和 3 年 2 月 創立以来

94 年目を迎え、歴史と伝統を誇る

学校に発展いたしました。私達卒

業生の誇りでございます。 

本会は、平成 13 年(2001 年)5 月 組織整備なって設立

以来 21 年、順調に発展を続け、令和の時代に入って一

層の飛躍を目指して努力を重ねています。 

本会は、会員相互の親睦を図り、併せて母校の後援を

なすという目的達成のために、毎年 5 月に定期総会と講

演会や演奏会などのイベント、懇親会を企画してコミュ

ニケーションの場を作っています。ぜひこのチャンスを

活用していただき、会員同士の絆を深めて頂きたいと願

っています。今日まで順調に活動できましたことは、皆

様のお支えがあってればこそと、感謝いたしております。 

しかしながら、一昨年当初より新型コロナウイルス感

染拡大による緊急事態宣言が発出されたり、本年 1 月に

は変異株「オミクロン株」の感染拡大により「まん延防

止等重点措置」が適用され、自粛を余儀なくされていま

す。母校もご多分に漏れず学校行事を大幅に変更するな

ど苦慮されたと伺っています。一日も早い収束を願って

います。 

本会も、一昨年に引き続いて役員会をはじめ定期総会

など主要事業も中止をせざるを得なく、まことに残念な

ことでございました。今年は、ウイルス感染拡大の収束

を期待して定期総会を実施すべく計画・準備をすすめて

いますが、依然として先行き不透明です。 

なお一層充実した活動ができるよう、若年層の皆さん

にも積極的に参加していただきたく「青年部」を立ち上

げました。また、関東地域に居住されている会員の皆様

には関西は遠い故郷です。そこで、関東地域におけるコ

ミュニケーションの場として「関東支部」を立ち上げま

した。支部の定期総会・懇親会にご参集いただき、素晴

らしい思い出を作っていただきたいと願っています。 

むすびに、本年は校友会役員を改選いたします。役員

として活動をしていただける方は、自薦・他薦を問わず

事務局までお申し出くださいます

ようお願いいたします。 

皆様には、更なるご指導ご鞭撻

くださいますようお願いいたしま

してご挨拶とさせていただきます。 

 

校友会総会に寄せて 

母校校長 好永 保宣 先生 

校友会総会の開催、心よりお喜び

申し上げます。また、会員の皆さま

には、日頃より本校教育に多大なご

協力、ご支援を賜り、厚く御礼申し

上げます。2 月 19 日に挙行しました

第 92 回卒業証書授与式に際しては、

宮原会長から心のこもったメッセー

ジをいただきありがとうございまし

た。ここで母校を巣立った 389 名の卒業生が新たな校友会

の会員となります。よろしくお願い申し上げます。卒業生

は、今回の 389 名を加え 31,897 名となりました。 

大阪商業大学高等学校校友会は、新型コロナウィルスの

流行により昨年度、一昨年度と活動がままなりませんでし

たが、設立以来 20 年を数え、毎年の総会・役員会、会報の

発行が定着し、さらに関東支部発足や青年部設立と、新た

な歩みを進めておられます。深く敬意を表しますとともに、

学校の様々な教育活動へ、常にご支援いただいていますこ

と、あらためて感謝申し上げます。 

さて、昨年度は本校も、登校しての対面授業は年間を通

じて継続したものの、コロナ禍の中で調理実習やグループ

ワークなどは実施できないなど教育活動が制限されました。

体育祭は中止、文化祭は規模を縮小して来場者を迎えず学

校関係者だけで実施することとなりました。ただ、2 年生の

修学旅行については、12 月初旬の感染減少期で実施するこ

とができ、生徒のみなさんは北海道を満喫することができ、

保護者の方にも喜んでいただきました。 

クラブ活動も無観客での開催ではあるものの徐々に再開

され、本校生が活躍しています。柔道部は男女ともに大阪

府代表として近畿大会に団体・個人ともに出場し、また、

男子団体では 3月に日本武道館で開催された第 44回全国高

等学校柔道選手権大会に出場することができました。陸上

競技部では、2 年生成瀬三太君が大阪府大会において 100m

で優勝、同じく 2 年生岡本悠真君が走り高跳びで 3 位とな

りともに近畿大会へ駒を進めました。文化部でも漫画研究

部が「まんが甲子園」で予選を突破し、8 月に全国大会に出

場しました。また、令和 2 年度に卒業した宮田将吾君が、

北京冬季オリンピックにショートトラック日本代表として

出場しました。その他にも、国公立大学にコンスタントに

合格者を出すなど向上している進学実績、新入学生での女

子生徒の大幅増、ＩＣＴ教育の充実など本校は前を向かっ

て進んでおります。 

コロナ禍がどのように終息していくのか、まだまだ不透

明ではありますが、こんな時代であるからこそ学園の建学

の精神「世に役立つ人物の養成」、校訓「誠実」の下、教職

員一同、今後も着実な取り組みを進めていきたいと考えて

います。校友会のみなさまのさらなるご指導ご支援のほど、

よろしくお願いいたします。 



 令和 4年 4月 18日発行 校友会だより｢校友会誌｣ [第 21号]  （3） 

■   コース別 卒業者数・代表者

グローバル商大コース 270名 中 村　圭 吾 さん

文 理 進 学 コ ー ス 26名 朝 隈　耀 星 さん

ス ポ ー ツ 専 修 コ ー ス 77名 大 槻　　 翼 さん

デ ザ イ ン 美 術 コ ー ス 16名 小 松　　 恵 さん

第 92期生 389名 校友会会員に ！ 

第 92 回卒業証書授与式は、令和 4 年 2 月 19 日(土)午前

10 時より母校体育館において挙行されました。 

例年、その前日の最後の学年集会に校友会会長がお邪魔

させていただき、ご挨拶と校友会の趣旨説明・激励の言葉

を述べております。 

今年の卒業式も、参列者全員がマスクを着用、生徒以外

の参列はご家族の方 1 名、極力会話をしない、校歌も歌わ

ず清聴するなど、卒業生の晴れの舞台にも関わらず多くの

制限がかかった式典となりました。それでも参列が叶わな

かった方のため、昨年度に続き、式典をカメラで撮影しラ

イブ配信を行うなど、この状況下で工夫をこらした新たな

試みも見えました。 

定刻前にコサージュをつけた卒業生が学級担任の引率

で入場。粛々と式の準備が進みますが、卒業生のマスクの

下からは凛とした雰囲気が漂っていました。定刻になり、

司会の教頭 小守良昌先生から来賓 石橋隆由さんの紹介

があり卒業証書授与式が始まります。開会の辞・校歌清聴

に続き副校長 西本真治先生により学事の一端が報告され

ました。 

令和 3 年度の卒業生は、昭和 7 年 3 月、旧制時代の第 1

回から通算すると第 92 回目にあたり、昭和 24 年 3 月 新

制高等学校の第 1 回から通算して第 74 回にあたります。

その間の卒業生総数は、実に 31,897 名に上ります。平成

15 年度から普通科にコース制が採用され、共学制が発足

し 17 回目の卒業証書授与式で、女子生徒の卒業生も今年

の 109 名を加えて 1,219 名に上りました。 

卒業証書の授与に移り、学級担任から卒業生の名前が読

み上げられ自席で起立。例年であれば大きな返事が返って 

くるところですが、今年も返事は自粛し無言で立ちまし

た。その個々の立ち姿は、寂しさよりも凛々しさを引き立

たせる雰囲気でした。コース全員の名前が呼ばれた後、コ

ース代表者が学校長 好永保宣先生から卒業証書を受け取

りました。 

 

 

 

 

 

続いて、学校長から式辞、理事長から

式辞、ＰＴＡ会長から祝辞が述べられま

した。その後、祝電が披露されました。

例年のように大阪府知事や進学先の大

学、出身中学校からの祝電だけでなく、

様々な方面からの祝電もあり会場を華

やかなものとしてくれました。 

その後、在校生代表として 2 年生の松本幸希さんから

「送辞」、卒業生代表の菅森春那さんから「答辞」が述べ

られました。緊張しながらも、先輩・後輩への思いを伝え

てくれました。 

卒業証書授与式は滞りなく終了し、卒業生の退場です。

クラスごとに中央で保護者に向かって整列し、“ありがと

うございました”や“これからもよろしくお願いします”

などお礼の言葉を述べ、拍手に送られながら式場を後にし

ました。 

 今年度もコロナに振り回された学校でしたが、その中で

凛々しく成長した生徒を見ることができ、胸が熱くなる一

日でした。 
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校友会 若い皆様へ 

「人生訓は 先達の知恵」実行しよう 

校友会副会長 藤 川 良 純  
第 26期（昭和 31 年卒業）85 才 

人生訓の件 
人生訓は、先達の知恵である。 

日々の生活に「人生訓」を取り入れ、

幸せな人生を送ろう。 

人生訓を学び学んだことが、空念仏に

ならないように、即実行して人生の目標

を達成しよう。 

その人生訓を数例紹介 

第(1) 堺屋 太一（元経済企画庁長官） 豊臣秀長より 

「努力と忍耐が一番と言うお話」 

人間どの道を選ぶにしても、大いなる成功を収めるには、運

が良くなければならない。だが、好運を得るためには、努力と

実力と忍耐が不可欠だ。成功者の好運は、運を逃がさない。絶

え間のない努力と運に乗って飛躍できるだけの実力と胆力を身

につけることが必要だ。運が来るまでの苦難に耐える忍耐が人

生の成功につながる。 

世に努力もし、実力もあり、忍耐もしたのに、ついぞ運に恵

まれずに人生を終えた不幸な人も数多い。しかし、努力と実力

と忍耐を欠いて好運だけで大成功した人物は見当たらない。 

そうだそうだと私も思う。 

第(2) 古森 重隆（富士フイルム会長） 魂の経営より 

「誠実が一番と言うお話」 

生きていく上で、一番大事なことは、それは、自分にも人に

も誠実に向き合うことだ。 

仕事にも会社にも家族に対しても、全ての事に誠実に真正面

から取り組む。一生懸命 フル アクセルで頑張ること。そうい

う誠実さひたむきさが人生を幸福にするのに大切だとある。あ

たり前だが誠実が大切だと。全くそうだそうだと私も思う。 

第(3) 永平寺78代住職 宮崎 奕保 禅師 104才 

「実行が一番と言うお話」 

仏教は、教えを実行することが大切である。教えがあっても

実行がなくてはならない。実行がなく口だけ言葉だけであった

ら、皆これ空念仏だ。空念仏ではいけない。教えがあったら実

行がある。だからどうぞ、道元禅師様の仏教を信じ、実行して

くださいと永平寺で法話をされている。 

◎ 78代104才の宮崎奕保住職が仏教も何事も人間で一番

大事なことは、実行が第一で、教えが空念仏にならない

ようにとあります。行動と実行に励みましょう。 

結び ３人の先達の知恵 人生訓を紹介しました 

 これを読まれた若い校友会会員の皆様は、自分の好きな人生

訓を書にして壁に貼り、日々意識して実行することが大切だと

思う。 

 良い習慣を継続するためには、5年連続日記にでも 夕の反

省・明日の計画 を書くことで、きっと良い成果が出ます。 

 人生訓を30年、50年、80年と意識し実行すると目に見えて

驚くほどの目標が達成されると、先人は言っておられます。 

私たちもこれからの人生、人生訓を信じ実行をして幸せな人

生にするために「日々精進」しましょう。 

大阪商大高校 校友会 副会長 藤川 良純  85才 

私が歩んだ人生 

 第 39期（昭和 44年卒業） 志 水 通 男 

１ 高校（剣道部） 

私は学校案内のパンフレットを見て強い剣道部に憧れ

商大附属高校に入学しました。事情があり 1 年で休部し

ましたが、厳しくも思い出深い 1 年でした。今でも同級

生や先輩、後輩との交流が続いています。 

２ 仕事（警察官、警備員） 

学校卒業後の 38 年間は兵庫県警察で勤務し、東日本大

震災のあった平成 23 年(2011 年)3 月に 60 歳で定年退職

しました。 

在職中の一番強烈な思い出は平成 7年(1995年)1月 17

日に発生した阪神・淡路大震災と同年 3 月 20 日発生の東

京地下鉄サリン事件でした。大災害と大事件の連続発生

で昼夜大変な毎日でしたが、警察職員みんなが治安維持

の使命感に熱く燃え、業務の垣根を越えて全国警察が一

丸となり解決に向け取り組んでいる姿をみて、日本警察

はまだまだ大丈夫だと確信しました。 

現在の私は 5 年前から神戸市内の警備会社で勤務して

おり、時には現場へ出て交通誘導警備や雑踏警備の仕事

に従事しています。警備業はサービス業で警察官のよう

な権限は一切ありませんが、やりがいのある仕事です。 

３ 近況（ロシアとの交流） 

今から 8 年前の平成 26 年(2014 年)、ひょんなことか

ら私はロシアへ行き終戦直後の感動的な歴史の一幕を知

りました。 

終戦の翌年(1946 年夏)、捕虜であった私の父(当時 25

歳)ら日本兵６人とロシア人の少女、当時 10 歳のエミリヤ

さんらと約２週間、昼の休憩時間だけのグループ交流があ

ったそうです。 

別れの時、記念として貰った父の肖像写真を 68 年間保

管されていましたが、この写真をご遺族にお返ししたいと

思い立ち、手を尽くした結果、念願がかない写真は息子の

私の手元に戻ってきました。 

歴史の一幕に興味のある方はネットで「志水通男」を

検索すると私が書いたエッセイ「二十一年前のロシア記

事」などがありますので読んでいただければ幸いです。 

なお、父は今から 10 年前に 91 歳で亡くなり、彼女は 3

年前に 83 歳で天に召されました。 

そんなご縁があり、現在は兵庫県丹波市などが後援の

丹波・タンボフ交流協会

に所属してロシアとの

民間交流を深めていま

す。 

写真は、平成 26 年

(2014 年）9 月 2 日（当

時 64 歳）、ロシア、モス

クワから南東 460㎞のタ

ンボフ市で開催された

日本映画祭の会場で、エ

ミリヤさん(写真中央、

当時 78歳)と初めてお会

いした時の記念写真で

す。 
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剣道部の思い出 

 第 39期（昭和 44年卒業） 澤 井 博 一  

自分も70歳過ぎて剣道を現役で稽古していますが、

時々昔の学生時代の厳しい稽古を思い出して稽古に励ん

でいます。 

写真は、大阪商業大学附属高等学校時代の剣道部夏季

合宿の思い出です。 

昭和41年8月 一年生の時、厳しくて逃げ出したいと思

った大阪府河内長野市観心寺夏季合宿、先輩方・顧問の

大長先生・青木先生・武内先生方とのいい思い出? 

 

昭和43年8月 三年生の時、楽しく厳しい思い出の兵庫

県淡路島郡家夏季合宿、顧問青木先生・東野先生・武内

先生・ＯＢの大学生・社会人の方々とのいい思い出? 

 

当時は、バレーボール部が強く、何度も高校日本1位に

成り、剣道部も刺激を受けて、頑張りました。昭和40年

代は、何度か大阪3位まで入り、近畿大会に出場していま

した。卒業生の中には、今も各地で剣道をされている方

が、多く居られると聞いています。交剣知愛・生涯剣道

でいつまでも健康で頑張りましょう。 

剣道部ＯＢ会 

日 時 ： 校友会総会当日 13時 

集 合 場 所 ： 高校剣道場 

目 的 ： ＯＢの懇親と現役高校生の応援 

１時間程度、稽古会もしたい。 

懇親会会場 ： 校友会懇親会 

（校友会懇親会参加申し込みをしてください。） 

校友会懇親会に参加して懐かしい人と再会してください。 

第 39 期 昭和 44 年卒業 澤井 博一 090-8164-7708 

縁は異なもの 味なもの 

 まさかの再会でした 

 第 53期（昭和 58年卒業） 東 野 義 晃  

コロナワクチンの接種が、進み「収束したら、いいなぁ～。」

思っていたらまさかの、「オミクロン型」の発生。なんだか？

嫌な予感がよぎる年始を、迎えました。正月は、元旦から2日

と所要の為東京巣鴨へ、出張。 

有名な「とげぬき地蔵」で、初詣。おみくじは「吉」でした。 

今年1年、少しは期待持てそうです。昨年の話ですが秋の校

友会役員会に、初めて女性の参加がありました。 

90期（R2卒）の中野樹里さんです。我々、男子校時代のおじ

さんからしたら、時代の変革と共に男子校から共学になり、青

春の代名詞である学校内で、カップルの誕生もありえる訳です。

(笑) 

なんだか？ 生まれる時代が早すぎました。残念ですね。 

そんな青春ど真ん中の中野理事。懇親会では、若手（私も、

メンバーの中ではぎりぎり若手に、入れて貰っています。）の

席で、会食して少し学生時代の、話をしました。 

私は、在学中は放送部（初代部長）、スキー部、生徒自治会

（広報担当）と3つに所属していたのですが、所々に話が合い

ます。？？？ 

コロナ禍前、約3年ほど前かな？当時の放送部顧問に連絡し

て、放送部にOB訪問としてお邪魔して、後輩と懇親しましたが、

何と！中野さんは、当時放送部所属で、私の指導を受けた訳で

す。なんだか？照れくさい話です。 

又、生徒自治会にも所属されてたみたいで、数年前の確か？

卒業式に私も校友会の一員で、参加しましたが受付で、いたそ

うです。 

校友会役員の中には、私よりも遥か上の先輩から、最近の若

い人まで多種多様な方が、在籍しておられます。 

私の個人的意見ですが、最初に校友会活動に参加した時に、

若手の参加者を増やしたいと、発言しました。ゴルフ部の皆さ

んとも、話してみたかったですが、いつの間にか？解散。手出

しできない雰囲気の、部でしたね。私見ですよ。 

青年部の方から、協力依頼されていますのでできる範囲、若

手の役員に手助けしたいと考えています。先輩諸氏の夢でもあ

ると、思いますがいつか？年代関係なく懇親会で、思い出話を

肴に酒を飲みたいものです。 

これが、商大高校が繋いだ「縁は異なもの、味なもの」では

ないでしょうか？ 

祝 校友会 総会開催 
 

大阪商業大学高等学校 楽窓会（吹奏楽部ＯＢ会） 
※ 令和4年11月5日(土) 楽窓会総会を予定しています。 

 

 

相談役 髙橋　利夫 (24) ・ 木下　正幸 (26)

会　長 赤部　　功 (28)

副会長 阿蘇　俊六 (31) ・ 井野　早雄 (32) ・ 大岡　清司 (38)

事務局 宮原　　健 (29) ・ 藤原　　昇 (38)

会　計 東内　秀多 (39) ・ 黒田　雅史 (40)

監　事 山口　　弘 (42) (　)数字は、卒業期　

楽 窓 会 役 員
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朝の時間の過ごし方 

母校 事務長 稲葉 隆男 氏 

朝、ランニングをしています。距離にして5kmから6kmくら

いでしょうか。毎日欠かさずというわけでもないのです、かれ

これ2年半くらい続いています。 

走るコースはいくつかあって、その日に走れる時間（早起き

できたかどうかによって変わります。）や、気分に合わせて変

えています。時間の取れる休みの日は少し長めに走っていて、

10kmから15kmくらいになっていることもあります。 

走っていると、時間の割には、たくさんの人をお見掛けしま

す。 

年配の方、若い方、走っている方、歩いている方、犬の散歩

をしている方。もともとお知り合いなのか、すれ違っている間

に仲良くなられたのか、すれ違う場所で立ち話や挨拶を交わさ

れている方など、それぞれの時間を過ごされているようです。 

1年を通して同じ時間帯に行動していると、季節の移り変わり

がわかりやすく体感できます。 

これを書いているのは2月下旬ですが、家を出るときはまだ

真っ暗で、かなり冷え込んでいます。1 か月前は走り終わって

家に帰り着く頃でもまだまだ暗かったのが、最近では、うっす

らと明るくなっていて、日の出前の山の稜線がものすごく幻想

的な朝もあります。 

自分自身は「花粉症」ということではないのですが、スギや

ヒノキの花粉の時期になってくると、山の近くを走ると鼻がむ

ずむずする日もあります。これもこの季節ならでは、というこ

とかなと思います。この時期を過ぎると、家を出るときはひん

やりしていて気持ちよく走り始めるのですが、終わる頃には汗

だくになり、その後はスタートする時点で既に日の出の時間を

過ぎていて気温も高く、帰ってからもなかなか汗が引かないと

いう時季を迎え、だんだんと寒さが増していくという、当たり

前といえば当たり前な季節の変化を肌で感じています。 

新たな年度を迎え、何かスタートするにはいい時期かと思い

ます。みなさんもぜひ何かをはじめてみられてはいかがでしょ

うか。 

第92回 卒業式を終えて 

母校 令和 3 年度 第 3 学年主任 

中 井 芳 典  先生 

令和 4年 2月 19日，本校体育館において第 92回卒業

証書授与式が挙行されました。新型コロナウィルス感染

症の拡大防止の観点から，今年度も参列者の人数制限を

行ったうえでの実施となりました。 

92 期生は平成から令和へ変わった節目の生徒として

本校へ入学しました。生徒・保護者の方をはじめ，我々

教員団もこれから始まる新入生の高校生活に期待を膨

らませていました。ところが，楽しい学校生活も束の間，

1 年生の 3 学期から新型コロナウィルスが猛威を振るい

始め，学校生活を変えざるを得ない状況となりました。

「新しい生活様式」や分散登校，オンラインでの大学説

明会など様々な変化に対して，生徒たちはそれらに柔軟

に対応していきました。 

2 年生の 2 学期前半には一時，感染状況が落ち着きを

見せましたが，11月頃からは再び感染者の増加等により

状況が悪化し，最後には高校生活の一大行事である修学

旅行の中止が決定されたのです。生徒や保護者の方はも

ちろん学校中にとって心の底から残念な決定でしたが，

このような状況に対し，生徒たちは気持ちを切り替えて

各自の進路実現へと強く前進しました。その姿は，これ

からの予測不可能な社会に対応できる人物へと成長し

ていく期待を，我々教員に与えてくれました。 

3 年生も後半に差し掛かり各自が自身の進路実現へ挑

戦している中，第 2回大学入学共通テストの難化が再び

彼らを襲います。共通一次の時代からも含め，全体の平

均点が 50 点前後下がるという前代未聞の結果となりま

した。 

しかし，そのような逆境にもめげず，国公立大学への

進学を希望し，最後まで受験に臨む生徒たちからは，「信

念をもって物事に挑む姿勢の大切さ」を私自身改めて学

ばせてもらいました。 

そのようなことを振り返りながら，最後の授業である

卒業式を見届けていました。各コース代表による卒業証

書の授与は，4 人とも堂々とした立ち振る舞いで授与し

ていました。退場の際には各クラスの代表がマイクを持

ち，担任の先生，保護者の方へ感謝の気持ちを申し述べ

ていました。 

我々教員団にとって，入学式から卒業式までの 3 年間

は生徒たちに寄り添い，共に学び成長する大切な 3 年間

です。その貴重な 3 年間が終わることに寂しさを覚えま

すが，92期生のそれぞれの次のステージへの旅立ちに立

ち会えたことを幸せに思います。 

ふとした時に高校生活を思い出し，母校を偲んで訪ね

てくれることを心から願っております。 

最後になりますが，この 3 年間お世話になりました関

係各位に心より感謝を申し上げます。ありがとうござい

ました。 

 
令和３年度 第３学年 担任団 
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大 阪 城 東 商 業 学 校 ( 旧 制 ) 　昭和６年度～昭和25年度 2,735 1,339 4,074 4,074

城 東 高 等 学 校 ( 新 制 )   昭和23年度 16 16 16
　昭和24年度～昭和26年度 206 84 139 429 429
　昭和27年度～平成３年度 5,875 10,970 591 26 17,436 26 17,462
　平成4年度～令和2年度 8,443 1,084 8,443 1,084 9,527
　令和3年度(第92期生) 280 109 280 109 389

8,832 19,777 1,193 2,069 26 30,678 1,219 31,897

学　　校　　名
全　日　制

普通科(女)商業科(男) 普通科(男)

※ 大阪城東商業学校の 全日制商業科＝第１本科，定時制商業科＝第２本科 と読み替える。

31,89729,802 2,095

小　　　計

合　　　計

大 阪 商 業 大 学 高 等 学 校

大 阪 城 東 大 学 附属 高等 学校

大 阪 商 業 大 学 附属 高等 学校

　■ 卒業者数の累計 第92回 卒業証書授与式　令和4年2月19日現在  

女 子男 子
総合計

定　時　制

商業科(男) 商業科(女)

合　　計

進　路　状　況 ３級 108名　　２級  52名

大 阪 商 業 大 学 107 27.5% １級　総合　   4名

神 戸 芸 術 工 科 大 学 2 0.5% １級原価計算   5名

他 四 年 制 大 学 175 45.0% １級財務会計  10名

他 短 期 大 学 11 2.8% ３級 136名　準２級  80名

専 門 学 校 60 15.4% ２級  17名

就 職 ･ 家 業 11 2.8% ＩＣＴプロフィシエンシー検定(P検) ３級  96名　準２級  26名

そ の他 未 定 ・ 出 願 中 23 5.9% 全商協会情報処理検定試験 ３級  41名　　２級   0名

卒業生総数 389 100.0% 色彩検定試験 ３級   6名　　２級   3名

(ゴシック＝系列大学)　　　

合　格 割　合

■ 令和4年3月 卒業生進路状況

 (3月9日現在)

■　令和3年度 各種検定試験合格状況

実用英語技能検定試験(英検)

全商協会簿記実務検定試験

第39回 大阪府青少年読書感想画コンクール 高等学校の部　　優秀賞　 1名　　優良賞 　4名

サブローごま　デザインコンテスト 入　賞　 1名

大阪府献血啓発ポスター募集 優秀賞　 2名　　入　賞　 4名

■  令和3年度　デザイン美術コース コンクール等 入賞一覧表

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

   

４ 年 制 大 学 名 合格 ４年制大学名 合格 ４年制大学名 合格

系列大学 近 畿 大 学 30 私立大学（近畿圏外）
大 阪 商 業 大 学 108 四 條 畷 学 園 大 学 1 愛 知 学 院 大 学 1
神 戸 芸 術 工 科 大 学 3 四 天 王 寺 大 学 6 国 士 舘 大 学 1

摂 南 大 学 19 四 国 学 院 大 学 1
国公立大学 相 愛 大 学 1 上 武 大 学 1

和 歌 山 大 学 1 太 成 学 院 大 学 2 清 和 大 学 1
兵 庫 県 立 大 学 1 帝 塚 山 学 院 大 学 1 新 潟 食 料 農 業 大 学 1
広 島 市 立 大 学 1 阪 南 大 学 10 横 浜 商 科 大 学 1
高 知 工 科 大 学 1 東 大 阪 大 学 2

桃 山 学 院 大 学 15 私立大学（多地域）
私立大学（大阪府下） 森 ノ 宮 医 療 大 学 1 国 際 フ ァ ッ シ ョ ン 専 門 職 大 学 1

追 手 門 学 院 大 学 11 大 和 大 学 4

大 阪 青 山 大 学 1

大 阪 学 院 大 学 12 私立大学（近畿圏内）

大 阪 経 済 大 学 19 関 西 国 際 大 学 1

大 阪 経 済 法 科 大 学 7 畿 央 大 学 18 短期大学
大 阪 芸 術 大 学 11 京 都 産 業 大 学 8 大 阪 芸 術 大 学 短 期 大 学 部 1
大 阪 工 業 大 学 1 京 都 橘 大 学 1 大 阪 国 際 大 学 短 期 大 学 部 1
大 阪 国 際 大 学 5 京 都 美 術 工 芸 大 学 1 大 阪 成 蹊 短 期 大 学 1
大 阪 産 業 大 学 4 神 戸 学 院 大 学 1 大 阪 夕 陽 丘 学 園 短 期 大 学 1
大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 5 神 戸 国 際 大 学 3 関 西 外 国 語 大 学 短 期 大 学 部 5
大 阪 女 学 院 大 学 1 神 戸 松 蔭 女 子 学 院 大 学 1 関 西 女 子 短 期 大 学 1
大 阪 信 愛 学 院 大 学 3 神 戸 女 子 大 学 2 東 大 阪 大 学 短 期 大 学 部 1
大 阪 成 蹊 大 学 4 帝 塚 山 大 学 13 白 鳳 短 期 大 学 1

大 阪 電 気 通 信 大 学 7 天 理 大 学 2

大 阪 人 間 科 学 大 学 1 奈 良 学 園 大 学 2

大 阪 保 健 医 療 大 学 1 奈 良 大 学 2

大 阪 行 岡 医 療 大 学 1 姫 路 獨 協 大 学 1
関 西 外 国 語 大 学 3 び わ こ 成 蹊 ス ポ ー ツ 大 学 2

関 西 大 学 4 立 命 館 大 学 1

関 西 福 祉 科 学 大 学 3 龍 谷 大 学 1 391大学合格数

■ 令和４年３月　４年制大学 ・ 短期大学 合格状況 ※ 数値は延べ合格数    　　　　3月9日 現在

４年制大学合計 379

短期大学合計 12
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タイトル「社会と税」 1年　中村　水姫  大阪租税教育推進連絡協議会賞

タイトル「軽減税率のしくみについて」 1年　小路口桃佳  東大阪税務署長賞

■  税に関する中学生・高校生の作文 受賞一覧表
 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

   写真  左 小路口 桃佳さん・右 中村 水姫さん 
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硬式野球部 〔昭和４年創部〕 陸上競技部 〔昭和４年創部〕

□ 春季近畿地区大会大阪府予選 ﾍﾞｽﾄ8 □ 第74回大阪高等学校陸上競技対校選手権大会

三宅　彩菜 女子400m 58"23 8位

男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 〔昭和４年創部〕 □ 第76回 大阪高等学校体育大会　陸上競技の部 5位

□ 全国高等学校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会大阪府予選 ﾍﾞｽﾄ16 成瀨　三太 男子100m 10"99 1位

□ 大阪高等学校総合体育大会ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会 ﾍﾞｽﾄ16 岡本　悠真 男子走高跳 1m88 3位

□ 大阪私学大会 5位 川上　穂華 女子100m 12"64 7位

安田　裕美 女子三段跳 10m40 8位

柔 道 部 〔昭和７年創部〕 前田　　優 女子400m 1'03"28 6位

□ インターハイ予選　 男子 団体 ﾍﾞｽﾄ8 飯島　　穂 女子400m 1'04"31 8位

女子 団体 3位 ◆ 第53回 近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会

男子 個人戦　 藤原虎太郎 -66kg級 3位 成瀨　三太 男子100m 10"74 4位

森岡　拓也 -81kg級 準優勝 岡本　悠真 男子走高跳 1m80 13位

 杉内　智紀 -81kg級 3位 □ 大阪府立実業・商業高校陸上競技大会 男子 総合優勝

多喜谷孟司 100㎏超級 3位 女子 総合優勝

女子 個人戦　 中川　美海 -52kg級 3位

羽田野智春 -57kg級 3位 軟式野球部 〔昭和24年創部〕

西村　亜琉 -63kg級 3位 □ 春季近畿地区高等学校軟式野球大会 大阪府予選  出場

久世瑠々香 -70kg級 3位 □ 私学大会  出場

□ 全国高校選手権大阪府予選 男子 団体 準優勝 □ 第66回 全国高等学校軟式野球選手権 大阪大会 準優勝

（全国大会出場） □ 秋季近畿地区高等学校軟式野球大会 大阪府予選  出場

男子 個人戦　 藤原虎太郎 -66kg級 準優勝

佐藤　航輝 -73kg級 準優勝 ボクシング部 〔昭和48年創部〕

山口　海人 -90kg級 3位 □ 国民体育大会 大阪府選考会  出場

女子 個人戦　 羽田野智春 -57kg級 3位 □ 全国高等学校選手権大会 大阪府予選  出場

サッカー部 〔昭和24年創部〕 女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 〔平成20年創部〕

□ 中河内リーグ下位リーグ 優勝 □ 大阪高等学校総合体育大会 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権 3回戦

□ 東大阪市民大会 1回戦 □ 大阪高等学校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 4回戦

□ 大阪高校春季サッカー大会 ﾍﾞｽﾄ16 □ 大阪私立高校 総合体育大会 ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手権大会 初戦敗退

□ 大阪私学大会 2回戦 □ 府商協ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会（商業大会） 3位

□ 高円宮杯U-18JFAｻｯｶｰﾘｰｸﾞOSAKA2021 3部ﾘｰｸﾞ 3位 □ 大阪高等学校ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ新人大会 東地区大会 3回戦

□ 高円宮杯U-18JFAｻｯｶｰﾘｰｸﾞOSAKA2021 4部上位ﾘｰｸﾞ 4位

□ 高円宮杯U-18JFAｻｯｶｰﾘｰｸﾞOSAKA2021 4部下位ﾘｰｸﾞ 1位 ワンダーフォーゲル部 〔昭和34年創部〕

□ 全国高校サッカー選手権大阪大会 3回戦 □  7月　神津嶽

□ 大阪私学選抜　　　　　　 阪本　哲太(FCﾏﾚｯｻ) □ 10月　大文字山

　　　　　　　　　　　　　　吉川　貫太(ｶﾞﾝﾊﾞ門真ｼﾞｭﾆｱﾕｰｽ) □ 11月　岩湧山

□ 12月　六甲山

バレーボール部 〔昭和30年創部〕 □  1月　金剛山

□ 全日本ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ高校選手権大会　大阪府予選 ﾍﾞｽﾄ8

ダンス部 〔平成23年創部〕

ラグビー部 〔昭和32年創部〕 □ 第15回 日本高校ﾀﾞﾝｽ部選手権ﾀﾞﾝｽｽﾀｼﾞｱﾑ 出場

□ 全国大会大阪府予選 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ進出 ﾍﾞｽﾄ8 □ ｽﾄﾘｰﾄﾀﾞﾝｽ選手権　第3回 予選 出場

□ 近畿大会大阪府予選 Bﾌﾞﾛｯｸ ﾍﾞｽﾄ8 □ 高校ﾁｰﾑﾀﾞﾝｽ選手権 出場

□ 近畿大会大阪府予選 Bﾌﾞﾛｯｸ 準優勝 □ NHCﾀﾞﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ　 出場 ﾒｲｸ部門 第2位

剣 道 部 〔昭和４年創部〕 空手道同好会 〔平成25年創部〕

□ インターハイ予選 ﾍﾞｽﾄ16 □ 第45回 大阪府高等学校空手道新人大会

□ 大阪府商業大会 個人 準優勝 　男子個人組手 +76kg 3位

□ 大阪総体 ﾍﾞｽﾄ32

漫画研究部 〔平成20年創部〕

テニス部 〔昭和４年創部〕 ★ 第30回 全国高等学校漫画選手権大会（まんが甲子園） 本選出場

□ 大阪府高等学校総合体育大会テニス大会 出場

□ 大阪府高等学校秋季テニス大会 出場 美術部 〔昭和60年創部〕

□ 第70回 大阪私学美術展 奨励賞　1名　　優秀賞　1名

■ 2021年度 クラブ実績 ★印…全国大会　／　◆印…近畿大会
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項　　　　目

会 費 1,715,000 総 会 費 0

懇 親 会 会 費 0 懇 親 会 費 用 0

校友会活動賛助金 313,000 役 員 会 費 1,355

賛 助 広 告 料 216,000 通 信 費 993,442

雑 収 入 307 印 刷 費 134,574

旅 費 交 通 費 0

消 耗 品 費 102,097

雑 費 0

広 報 宣 伝 費 677,327

諸 集 会 費 10,000

慶 弔 費 30,000

運 営 補 助 費 80,000

ク ラ ブ 活 動 補 助 40,000

学 園 祭 補 助 0

予 備 費 103,206

単 年 度 収 入 合 計 2,244,307 単 年 度 支 出 合 計 2,172,001

前 年 度 繰 越 金 5,176,251 次 年 度 繰 越 金 5,248,557

7,420,558 7,420,558

令和２年度　会計収支決算報告書

令和2年4月1日～令和3年3月31日

収　入　の　部 支　出　の　部

決 算 額 項　　　　目 決 算 額

（金額 単位：円）

2. 4. 7(火) 母　校 第93回 入学式（出席を自粛）

5. 9(土) 第１回 役 員 会 中止

 5.23(土) 令和２年度　定期総会 ・ 懇親会 中止

 9. 9(水) 母　校 第92回 体育祭 中止

 9.26(土) 母　校 第61回 文化祭（出席を自粛）

10. 3(土) 校友会親睦ゴルフコンペ 中止

11.28(土) 第２回 役 員 会   　 於 母校 視聴覚教室

3. 2.20(土) 母　校 第91回 卒業証書授与式
　　　　（前日の予行でビデオメッセージにてお祝い）

 3. 9(土) 第３回 役 員 会 中止

令和２年度　事 業 報 告

 ■   卒業後の 周年記念 の期

卒業10周年 第82期 平成24年3月卒業

卒業20周年 第72期 平成14年3月卒業

卒業30周年 第62期 平成 4年3月卒業

卒業40周年 第52期 昭和57年3月卒業

卒業50周年 第42期 昭和47年3月卒業

卒業60周年 第32期 昭和37年4月卒業

 ■   賀寿(長寿の祝い) の期

還 暦（61歳) 第51期 昭和56年3月卒業

古 稀（70歳) 第42期 昭和47年3月卒業

喜 寿（77歳) 第35期 昭和40年3月卒業

傘 寿（80歳) 第32期 昭和37年3月卒業

米 寿（88歳) 第24期 昭和29年3月卒業

卒 寿（90歳) 第22期 昭和27年3月卒業

 　次の各期の皆さんは、卒業後の周年および

 賀寿(長寿の祝い)の年にあたります。

 　久しぶりに、旧友たちと連絡を取り合って

 記念の集まりにしてみませんか。

 

 

令和３年度 定期総会は、一昨年より新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため手指の消毒・三蜜を避ける・集会

の回避など自粛を余儀なくされ、役員会をはじめ定期総

会も中止をやむなく、充分な審議や討議ができる状態で

はありませんでした。 

令和３年度に審議するべき事項は、校友会役員に文書

(議案書)にて回示し、意見を求める方法で実施させて頂

き、事務局にて纏めさせていただきました。 

本来ならば、定期総会に提案してご承認を得るべきで

ありますが、平成２年度に引き続いて役員会で承認を求

め、略式での対応とさせていただきました。 

右記に役員に回示しました議案書のうち、令和２年度の

事業報告と会計収支決算報告書を掲載いたしました。 

  

 

 

  

校友会 理事 

澤 井 駒 一 
第 28 期 昭和 33 年卒業 

八尾市本町 6-14-8-4003 

TEL&FAX 072-970-5540 

 

校友会副会長 藤 原  昇 
       第 38 期 昭和 43 年卒業 

泉大津市松之浜町 1-17-11 

TEL 090-2198-5892 

第 47 期 昭和 52 年卒業 

校友会 副会長 德 重  悟 
あつまれ！ 英文タイプ部 

Mail stoku_fh@ezweb.ne.jp 

Tel  06-6464-6418 

校友会 理 事 

石 河 鴻 一 
第 31 期 昭和 36 年卒業 

〒556-0023 

大阪市浪速区稲荷 1-12-3-504 

TEL 090-3266-5149 

株式会社 壽精工 工場長 

中 井   司 
第 49 期 昭和 54 年卒業 

東大阪市中野 1-19-24 

TEL 072-967-1836 

校友会 副会長（母校教諭） 

五十川 精 三 
第 48 期 昭和 53 年卒業 

大阪府南河内郡太子町山田 823-6 

TEL 0721-98-0653 

バスケットボール部ＯＢ会会長 

劔 持 宣 博 
第 60 期 平成 2 年卒業 

大阪市城東区中浜 2-2-23-201 

TEL 090-2356-1198 

大阪・港 海遊館通り 

 

 

矢 津 武 志 
第 37 期 昭和 42 年卒業 

〒552-0021 

大阪市港区築港 4-3-24 

TEL&FAX 06-6571-1579 

校友会 事務局長 

田 中    修 
第 38 期 昭和 43 年卒業 

 

〒579-8014 

東大阪市中石切町 2-8-25 

TEL&FAX 072-987-9618 

 

三菱重工冷熱株式会社 

      近畿支社 

田 口 富 雄 
第 47 期 昭和 52 年卒業 

〒560-0051 

大阪府豊中市永楽荘 1-9-5 

セントポリア豊中永楽荘 204 

TEL 06-6840-1786 

田坂会計事務所 
所長･税理士 田 坂 隆 司 
       第 63 期 平成 5 年卒業 

大阪市西区南堀江 2-1-1 

ブリエ南堀江２階 

TEL:06(6532)8533  

FAX:06(6532)8534 

URL:http://www.tasaka-kaikei.com 

E-mail:tasaka-kaikei@tkcnf.or.jp 
 

令和３年度 校友会 定期総会 

mailto:stoku_fh@ezweb.ne.jp
tel:06(6532)8533
http://www.tasaka-kaikei.com/
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祝 校友会 総会開催 

新テイコク薬業株式会社 
校友会副会長  藤 川 良 純 

第 26 期 昭和 31 年卒業 

〒581-0868 八尾市西山本町 3-6-15 

TEL 090-1071-5726 

祝 校友会 総会開催 

校友会 会長 宮 原    健 
         第 29 期 昭和 34 年卒業 

〒639-1058 

奈良県大和郡山市矢田町 5895-34 

TEL&FAX 0743-52-4100 

丸ヨ運輸倉庫株式会社 
代表取締役社長 宮 田  宏 

第 30 期 昭和 35 年卒業 

本社 〒811-2114 福岡県糟屋郡須惠町上須惠 1408-1 

新原工業団地内 

ＴＥＬ ０９２(９５７)０２７０㈹ 

ＦＡＸ ０９２(９５７)０２７１ 
 

 

 

TESSUTO 
代表取締役 砂金 光夫 第 39期 昭和 44 年卒業 

株式会社 テスート 
〒579-8027 大阪府東大阪市東山町 4-1 

TEL：072-986-5357 FAX：072-986-5359 

E-Mail：mitsuo-sunagane@tessuto.co.jp 
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商品のご紹介 

 

□ 商 品 名：酵素飲料「モルセラ デラックス」 

□ 名  称：純植物性酵素飲料（清涼飲料水） 

□ 内 容 量：１,０００ml 

□ 商品説明：旬の野菜･果物･穀物･野草･海草･樹液など 

約 60 種類の原材料から特殊技術でエキス 

を抽出し、大切に熟成発酵させた手作り 

酵素飲料です 

□ 販 売 者：株式会社 アリカ 

□ 生 産 国：日本 

□ お召し上がり方法：１日２～３回を目安に、原液の 

まま、または氷で割ってお召し上がりください。 

 

酵素は自然の贈りもの。 

株式会社 ア リ カ 

〒810-0001  

福岡市中央区天神 2-14-8 天神センタービル６Ｆ 

赤 部  功 第 28 期(昭和 33 年卒業) 

 ０１２０-１１-０２０４ 

24 時間受付(月曜～土曜 AM10:00～PM8:00) 

※ 日曜夜間は留守番電話が承ります 

ＦＡＸ  ０１２０-２２-３７８２ [24 時間受付] 

※ 送料は当社負担。 

※ 商品はお申込み後１週間以内にお届けします。 

※ 支払は代金引換、又は各種クレジットカード。（手数料無料） 

※ 返品は未開封に限り８日以内。(返送料はお申込者負担) 
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会員よりのメッセージ (近況) 

 令和３年度 校友会総会 返信用はがきより近況を集録

しました。日ごろ疎遠になっている旧友や先輩・後輩の動

向を知っていただき、会員相互を繋ぐ一助になれば幸いで

す。 

メッセージは、編集人で若干修正等をさせていただきま

した。また、掲載の採否は、紙面の都合ですべては掲載で

きなかったことをお詫びいたします。  

※ 数字 ＝ 期(卒業年)  S ＝ 昭和、 H ＝ 平成、  

現教職員 天野 隆夫 先生 いつもお世話になります。事務

局の皆様におかれましては、ご自愛くださいますように。 

現教職員 茶円さえ子 先生 コロナ禍の授業も 2年目に突入

しますが、相変わらず授業内容は模索しております。早く歌

える日々が来ることを願うばかりです。 

旧教職員 前田 弘幸 先生 2020 年に母と姉を亡くしまし

た。彼女らの滋養分で生きているようなものです。生涯現役

を貫き某高校に勤めております。 

旧教職員 澁谷 秀策 先生 毎年の連絡ありがとうござい

ます。何とか元気に過ごさせています。四条畷学園を退職し

て 10 年ほど経ちました。宮原先生によろしくお伝えくださ

い。 

旧教職員 津田 隆敏 先生 令和 3 年 7 月で 84 歳になりま

す。高槻市成合南土地区画整理組合の理事長として、令和 4

年度の完成を目指して頑張っています。 

旧教職員 藤原 道弘 先生 コロナは人を選びません。感染

防止対策の為、体調管理はウォーキングとサイクリング三昧

です。 

旧教職員 大田美智子 先生 校友会誌、毎年有難うございま

す。1 年間だけの非常勤でしたが、会誌のおかげで当時を懐か

しく思い出し、その後の学校での皆様の様子・発展等も知る

ことができうれしく思います。 

旧教職員 久間田博幸 先生 孫たちの頑張りに喜んでいる

毎日です。長男の子は毎週の金曜日読売テレビ 11 時 55 分か

らの「ヒルナンデス」にレギュラー出演しています。次男の

子は、慶応の女子高校に入学しました。 

旧教職員 岩﨑 三郎 先生 5 月中旬に鼻炎手術のため、入

院しますので参加できません。皆々様によろしく。 

旧教職員 小西 憲二 様 今後の校友会のご発展を祈念し

ています。コロナに負けず頑張ってください。 

 

09(S15) 中畑 俊藏 せっかくお知らせ頂きましたが、父、

俊蔵は、昨年 12 月に老衰の為、逝去致しました。99 年懸命に

生き静かに逝きました。皆様のご健勝とご活躍を願っている

と思います。（長女 博子） 

14(S20) 石橋  進 94 才元気にしておりますが、遠出は少

し不安で欠席します。 

14(S20) 髙鶴 邦彦 ご無沙汰ばかりで、小生すこぶる元気

にて起居して居ります。本年は、新型コロナで欠席致します。

先生もご自愛の程。 

15(S20) 上山譽之助 入退院の繰り返しです。 

20(S25) 篠浦 一朗 第 20 期卒業生です。恩師の小林得一

郎先生には、大変お世話になりました。楽しく過ごした友人

たちは、多くが鬼籍に入り、淋しい限りです。でも毎年送ら

れてくる「校友会誌」は楽しみです。皆さんお元気で。 

21(S26) 大塚 哲男 右足が悪く歩行苦痛につき、残念です

が皆様によろしく。 

21(S26) 澤邑 知明 生駒市に緊急事態宣言が出ており自

粛したいと思います。勝手ながら欠席させて頂きます。 

24(S29) 髙橋 利夫 緊急事態宣言の中、関東支部の会合は

延期としました。収束すれば、秋に集まれればと願っていま

す。 

26(S31) 木下 正幸 冬場は暖かい伊勢志摩、夏は涼しい日

本海の別荘。コロナから逃げてます。最近は会社へ行くより、

畑仕事の方が多くなりました。 

26(S31) 藤川 良純 校友会より母校に寄贈した立派な桜

木 5 本、今年も美しい花が咲き人々に感動を与えました。 

29(S34) 深尾晃四郎 今回も残念ですが欠席させていただ

きます。ただし、元気で生活しています。 

29(S34) 中村昭太郎 今回は欠席です。皆様に会いたいです

が来年は出席します。 

29(S34) 北口 賢二 毎日、近くの公園まで散歩。医者（2～

3 日）通ってます。 

29(S34) 西郷 尚弘 土曜日は、20 年以来の健康のテニスで

欠席です。コロナの中、また 3 回目の緊急事態発令となりそ

うで、桜の花見も中止、新緑の良い季節であるのに残念です。

当方は健康です。 

29(S34) 岡本 壽一 元気にしていますが、大腸ポリープ摘

出手術を予定していますので出席できません。コロナウイル

スに注意して過ごしてください。 

31(S36) 阿蘇 俊六 いつも、お世話になります。今後とも、

よろしくお願いします。 

31(S36) 木戸 守正 あれから 60 年、田園風景の中、花電車

で通学したこと、青春が蘇ります。他方、大阪の為、政治活

動にも頑張ってます。 

34(S39) 村松髙一郎 最近、お年寄りでもできるスポーツ

「ボウリング」を始め、楽しんでいます。 

42(S47) 鯉田 庸三 晩春の候、一段とご活躍のことと拝察

申し上げます。日増しに日中は過ごしやすくなりました。私

は今も元気で仕事で出席することが出来ません。この通知が

来る度に皆様の元気な姿を思い出します。行く春を惜しみつ

つ、ますますのご活躍を祈念いたします。くれぐれもお身体

には気を付けてご自愛ください。 

42(S47) 寺田 悦久 住所が柏原ですが、地元柏原で地域Ｏ

Ｂ会を作りたいと思います。私も本年６８才になります。 

46(S51) 西川惠一郎 ただいま、無職になり昔やりたかった

けどできなかったことに、現在チャレンジ中です。バレーボ

ール部全国復活それに野球部甲子園出場、ラグビー部サッカ

ー部の全国出場してほしいです。 

61(H03) 高田 健司 仕事上、母校の前を通ることが多く母

校での思い出が懐かしく思います。先生方、友人と学んだ 3

年間。 

81(H23) 北村  陵 校友会の総会と懇親会に参加できず

申し訳ありません。また、参加できるようにします。同期の

皆さんの参加が増えることを望んでいます。 
 

訃 報  謹んで哀悼の意を表します 

 08(S14) 森田 善司 32(S37) 大川 和男 

 09(S15) 中畑 俊藏 〃 津田 良一 

 10(S16) 原田 隆司 33(S38) 福井 晧悦 

 12(S17) 水谷 泰三 35(S40) 宮本 信次 

 14(S20) 油上 忠男 36(S41) 田中 耕二 

 〃 安水  修 40(S45) 喜家村 忍 

 20(S25) 橋本 浩治 44(S49) 池口  均 

 〃 松田 嘉幸 48(S53) 藤川 孝夫 

 21(S26) 太田  寛 49(S54) 中村 武志 

 23(S28) 川上 明雄 〃 麓  幸泰 

 24(S29) 清水 陪光 50(S55) 柴本 雅由 

 26(S31) 中橋 祥起 52(S57) 松田 嘉良 

 〃 山中 幸男 62(H04) 山西  徳 

 29(S34) 小西 恭三 77(H19) 平田 晃康 

 〃 岡本 英昭 84(H26) 西海  汰 

 〃 出原 一壹   
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26(S31) 藤川　良純 48(S53) 五十川精三 23(S28) 西川　宣之 30(S35) 竹内　　昭 39(S44) 新井　　修

28(S33) 赤部　　功 49(S54) 中井　　司 24(S29) 慶田　欽一 〃 村上　皓三 42(S47) 大森　輝義

29(S34) 宮原　　健 60(H02) 劔持　宣博 〃 髙橋　利夫 31(S36) 東條　　勝 43(S48) 丸谷　　満

31(S36) 石河　鴻一 61(H03) 植田　恭啓 〃 岸本　和夫 〃 木戸　守正 45(S50) 谷垣　和夫

38(S43) 田中　　修 63(H05) 田坂　隆司 26(S31) 木下　正幸 〃 平石　昭男 46(S51) 中谷　昌一

29(S34) 笠井　嗣郎 32(S37) 川口　誠次 48(S53) 牧山　孝司

〃 深尾晃四郎 〃 上原　秀憲 49(S54) 梶田　　昇

25(S30) 谷岡　　剛 14(S20) 石橋　　進 〃 松井　　正 33(S38) 松井　　進 51(S56) 斧田　政文

28(S33) 澤井　駒一 〃 辻本　　勇 〃 吉中　英治 35(S40) 南宅　英治 54(S59) 植田　　洋

30(S35) 宮田　　宏 〃 髙鶴　邦彦 〃 雁金　祥泰 36(S41) 森　悦次郎 57(S62) 辻本　順一

31(S36) 大橋　貞弘 20(S25) 篠浦　一朗 〃 西郷　尚弘 〃 松本　　宏 58(S63) 植村　眞一

33(S38) 岡本　勝彦 〃 村瀬　龍一 〃 清水鉄次郎 〃 牧内　勝巳 61(H03) 乙田　勝久

37(S42) 矢津　武志 21(S26) 植田　正夫 〃 須藤　實也 〃 濱田　　修 66(H08) 匿　名

38(S43) 藤原　　昇 〃 大塚　哲男 〃 小廣　　正 〃 市川　雅一 79(H21) 神埜　奨太

39(S44) 澤井　博一 〃 大藪　　稔 〃 森岡　賢司 37(S42) 匿　名 80(H22) 中谷　英之

〃 砂金　光夫 〃 澤邑　知明 30(S35) 喜多　忠博 〃 荻野　秀雄 87(H29) 多喜谷隆司

47(S52) 田口　富雄 〃 橋本　　修 〃 北浦　明雄 〃 久山　敬二 88(H30) 匿　名

〃 德重　　悟 23(S28) 矢森　武昭 〃 片山　廣次 39(S44) 横山　一夫

※ 数字＝期(卒業年)　S=昭和･H=平成･R＝令和　　

賛 助 金 賛 助 金 賛 助 金賛助金・賛助広告

賛助広告 賛 助 金

賛助広告

 
 校 友 会 役 員 一 覧 表 (敬称略) 

   〔 平成 31 年(令和元年)度 改選・令和 2・3 年度 追加 〕   
 
顧  問   柴 田   巖 (元校長 昭 61.4～平 4.3)   久間田 博 幸 (元校長 平 4.4～平 9.3) 

   厚 母 眞 一 (元校長 平 12.4～平 16.3)   尼 子 東 吉 (元校長 平 16.4～平 20.3) 

   大 塚 信 一 (元校長 平 20.4～平 25.3)   堀 井   純 (前校長 平 25.4～平 28.3) 

   好 永 保 宣 (現校長 平 28.4～    )       

相 談 役   21(S26) 澤 邑 知 明   23(S28) 矢 森 武 昭         

役  職   期(年) 氏  名   期(年) 氏  名   期(年) 氏  名   期(年) 氏  名 

会  長   29(S34) 宮 原   健                   

副 会 長   24(S29) 髙 橋 利 夫   26(S31) 藤 川 良 純   29(S34) 森 田 賢 二   38(S43) 藤 原   昇 

    43(S48) 佐 藤 敏 明   47(S52) 德 重   悟   48(S53) 五十川 精 三   62(H 4) 松 尾 成 彦 

事務局長   38(S43) 田 中   修                   

事務局次長   60(H 2) 坂 口 洋 平   74(H16) 松 田   周             

会  計   37(S42) 矢 津 武 志   63(H 5) 田 坂 隆 司             

監  事   28(S33) 赤 部   功   32(S37) 井 野 早 雄             

理  事   28(S33) 宮 田 悠紀雄   28(S33) 澤 井 駒 一   29(S34) 湯 谷 宋 吾   29(S34) 須 藤 實 也 

    31(S36) 大 橋 貞 弘   31(S36) 石 河 鴻 一   33(S38) 岡 本 勝 彦   33(S38) 鈴 木 哲 士 

    36(S41) 森  悦次郎   38(S43) 大 岡 清 司   39(S44) 砂 金 光 夫   39(S44) 東 内 秀 多 

    42(S47) 山 口   弘   42(S47) 吉 田 宗 弘   47(S52) 田 口 富 雄  49(S54) 中 井   司 

    51(S56) 入 口   智   53(S58) 東 野 義 晃   53(S58) 清 水 尚 義  56(S61) 酒 井   淳 

    58(S63) 井 上 弘 樹   58(S63) 熊 谷  公 男   59(H 2) 西   英 樹   60(H 2) 荒 田 晃 一 

  60(H 2) 宇 川 宜 孝   61(H03) 植 田 恭 啓   65(H07) 井 野 雄 一   66(H08) 大 橋 健 弘 

    70(H12) 下 間   聡   75(H17) 中 村 隆 都   75(H17) 森 安 義 次   77(H19) 山 岡 大 樹 

    78(H20) 渡 部   優   79(H21) 髙 橋 尚 起   80(H22) 大 井   孟   80(H22) 後 藤 彰 久 

    81(H23) 北 村   陵   81(H23) 藤 野 幹 也   82(H24) 柴 田 英 希   83(H25) 北 田 章 悟 

    83(H25) 前 田 正太郎   84(H25) 小 林 希 碩   84(H26) 岩 間 梨 那   84(H26) 國 本 直 孝 

    85(H27) 山 本  美 雪   86(H28) 中 尾  美 咲   87(H29) 高 山 佑 真   89(H31) 上 津 沙 季 

    89(H31) 小 林 希瑞月   90(R02) 平  龍之介   90(R02) 中 野 樹 里   91(R03) 石 岡 優 人 
 

令和３年度 賛助広告・賛助金 協力者芳名録     （敬称略） 

 皆様のご厚意による浄財を「賛助広告」および「活動賛助金」とし

てお願いいたしましたところ、多数の皆様からご協力を賜りありがと

うございました。お陰様で、賛助広告・賛助金を合わせて約 45 万円 

の浄財を拠出して頂きました。深く感謝申し上げます。 

芳名記載には万全を期しましたが、記載漏れ等がありましたら

ご容赦を賜わりますようお願い申し上げます。 
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■『 校友会活動賛助金 』のお願い 

 本会の目的(会則第３条)を達成するために、各種事業を計画・立

案をしております。 

 毎年、総会開催に伴う諸経費や校友会誌発刊に伴う費用など、

校友会活動のための資金や母校の周年事業の協賛として、皆様方

のご好意による浄財を「校友会活動賛助金」としてお願いしてお

ります。 

今年も 一口￥1,000（何口でも可）の温かいお志をお願いいた

します。 

送金方法：郵便振替 （別紙｢払込取扱票｣を利用して下さい。） 

口座番号：大阪 ００９６０－５－６７９６７ 

加入者名：大阪商業大学高等学校 校友会 

■ 『 新 役 員 』 の要請 

平成 31 年(令和元年)度改選の役員は、本誌 p.15 掲載のとおり

です。 

令和４年度 定期総会で、次期の役員を改選いたします。積極的

に役員として活動していただける方は、自薦・他薦を問わず、校

友会事務局までお申し出をお願いします。 

 理事は各期に最低一名はお願いしたいのですが、充分ではあり

ません。ぜひ、積極的にお申し出をお願いします。 

役員の活動内容 

年間３回の役員会に出席して諸審議に参加して頂き、 

総会開催にご協力をお願いします。 

■『 賛助広告 』掲載のお願い（要予約） 

次号(第 22 号)に賛助広告掲載のご協力を！ 

 広告サイズ ： ｻｲｽﾞ  幅  高さ   金 額 

 Ａ 4.7 ㎝ 2.3 ㎝ ¥3,000 

  Ｂ 4.7 ㎝ 4.6 ㎝ ¥5,000 

  Ｃ 4.7 ㎝ 6.9 ㎝ ¥8,000 

  Ｄ 9.5 ㎝ 4.6 ㎝ ¥10,000 

  Ｅ 9.5 ㎝ 9.2 ㎝ ¥15,000 

  Ｆ 9.5 ㎝ 13.8 ㎝ ¥20,000 

  Ｇ 19.0 ㎝ 9.2 ㎝ ¥25,000 

  Ｈ 19.0 ㎝ 13.8 ㎝ ¥30,000 

  Ｉ 19.0 ㎝ 27.6 ㎝ ¥50,000 

 申込み締切 ： 令和 5 年 2 月 28 日(火) 

 広 告 料 ： 別便送付の｢払込取扱票｣にてお振込みのうえ 

広告原稿をお送りください｡ 
 

■『 校友会誌 』 の原稿募集 

次号(第 22 号)に原稿投稿のご協力を！ 

 校友会活動を充実させるため、校友会だより｢校友会誌｣を発刊

しています。より充実した内容にするためには、皆様よりの投稿

が不可欠です。 

 下記により原稿を募集しています。ぜひ、投稿をお願いいたし

ます。 

 なお、同期会・クラブＯＢ会など開催の情報を事務局までお寄

せください。校友会から些少ですが補助金を支給させていただき

ます。 

原稿の内容： 同期会･クラス会･クラブＯＢ会などの状況･生

徒時代の思い出･短歌俳句など。 

※ 写真や資料の提供も歓迎します。 

原稿提出期限 ： 令和 5 年 2 月 28 日(火) 
 

原稿送付先：大阪商業大学高等学校 校友会 事務局 〒577-8505 東大阪市御厨栄町 4-1-10 大阪商大高校内 

TEL：06-6781-3050  FAX：06-6781-8972  E mail：info@kouyuukai.org 

第 22 号 校友会誌 発行予定日：令和 5 年 4 月 15 日(月)     発行部数：約 12,000 冊  

 校友会は、平成 13年 組織整備なっ

て本年で 22年目を迎えました。 

着実に歩みを続け、令和の時代に入って更なる発展を目指

して努力しています。皆様のご協力をお願いいたします。 

本誌を編集している頃には、新型コロナウイルスの変異株

「オミクロン株」の感染拡大により「まん延防止等重点措置」が

適用され、各種イベントは中止や延期やむなく、一日も早い収

束を願いながら編集作業を続けました｡ 

この「校友会誌」が、会員の皆様と母校を繋ぐ一助になれば

と願っています。返信用はがきに記していただいた近況などを

集録することによって、疎遠になっている旧友や先輩・後輩の

動向などをお知らせできれば幸いです。更なる飛躍を目標に

頑張りますのでご支援ご鞭撻をよろしくお願いいたします。  

 

 

  校友会公式サイト   

https://kouyuukai.org 

スマホでも、綺麗にご覧いただけます。 
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